
A
３
月
５
日
豸

午
後
１
時
〜
４
時

B
保
健
セ
ン
タ
ー

C
妊
娠
５
〜
７
カ
月
の
妊
婦
お
よ
び
夫

E
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

G
無
料

H
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
９９５
・
３

３
８
１
）
へ

C
市
内
在
住
の
個
人
で
自
己
搬
出
可
能
な

方H
３
月
１
日
貉
か
ら
１０
日
貊
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
、
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）
ま
で
に
、
希
望
価
格
を
入
札
箱

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
入
札
は
自
転
車
、
家

具
等
を
含
め
、
１
人
１
品

★
結
果
発
表
＝
３
月
１５
日
貉
　
午
後
１
時

I
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
蕁
９９７
・
６
６
９
６

A
３
月
１５
日
貉
〜
１９
日
豸

午
前
９
時
〜

午
後
５
時

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

★
同
時
開
催
〈
洋
ら
ん
講
座
〉

F
２０
人
（
先
着
順
）

E
植
え
替
え
用
苗
、
空
の
素
焼
き
鉢
（
３

〜
４
号
サ
イ
ズ
）
※
鉢
の
口
径
９
〜
１２
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
も
の
ま
で

H
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館

（
蕁
９９５
･
６
２
１
６)

へ
※
受
付
時
間
＝
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時

おしらせHOTコーナー　催し
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B
八
幡
公
民
館
調
理
室

C
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護

者
、
ま
た
は
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方

D
ひ
な
ま
つ
り
ケ
ー
キ
、
ぼ
ん
ぼ
ん
ゼ
リ

ー
、
じ
ゃ
が
ま
る
く
ん
ほ
か

F
１６
人
（
お
お
む
ね
２
歳
以
上
の
託
児
あ

り
、
要
予
約
）

G

８００
円
（
材
料
費
）

H
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
幡
公
民
館

（
蕁
９９５
・
６
２
１
６
）
へ
※
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

A
２
月
２１
日
貂
〜
３
月
５
日
豸

B
資
料
館
（
併
設
の
明
治
９
年
創
建
古
民

家
）

D
雛
人
形
の
古
民
家
で
の
展
示

G
無
料

★
展
示
す
る
雛
人
形
の
募
集

市
内
在
住
の
方
で
、
雛
人
形
を
貸
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

H
２
月
１８
日
ま
で
に
、
文
化
財
保
護
課

（
蕁
９９７
・
６
６
６
６
）
へ

市
内
に
伝
わ
る
古
文
書
を
読
み
解
き
、

八
潮
の
歴
史
を
ひ
も
解
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

A
２
月
２５
日
、
３
月
４
日
・
１１
日
（
各
土

曜
日
、
全
３
回
）
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分

B
資
料
館

C
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

F
１５
人
（
申
込
順
）

G
無
料

H
電
話
で
文
化
財
保
護
課
（
蕁
９９７
・
６

６
６
６
）
へ

A
２
月
２６
日
豸

午
前
１０
時
〜
正
午

B
八
潮
市
商
工
会
館
２
階
大
会
議
室

C
市
内
に
在
学
す
る
小
学
生
と
そ
の
親

D
ち
ょ
う
ち
ん
に
色
入
れ
、
木
工
品
な
ど

を
親
子
で
協
力
し
て
作
製

G
１
組
５００
円

F
５０
組
（
申
込
順
）

H
参
加
費
を
添
え
て
八
潮
市
商
工
会
青
年

部
（
蕁
９９６
・
１
９
２
６
）
へ

○
な
か
よ
し
学
習
発
表
会

A
２
月
１７
日
貊

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル

D
市
内
小
・
中
学
校
特
別
支
援
教
育
学
級

の
児
童
生
徒
に
よ
る
劇
・
合
奏
・
踊
り
等

○
な
か
よ
し
作
品
展

A
２
月
１６
日
貅
〜
２２
日
貉

午
前
９
時
〜

午
後
１０
時
（
２２
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

D
市
内
小
・
中
学
校
特
別
支
援
教
育
学
級

の
児
童
生
徒
の
作
品
展
示

I
大
瀬
小
学
校
・
近
藤
蕁
９９５
・
９
３
２
１

男
女
問
わ
ず
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

A
２
月
２３
日
貅

午
後
１
時
１５
分
〜
３
時

B
八
潮
メ
セ
ナ
３
階
会
議
室

D
「
過
労
死
」「
過
労
自
殺
」
増
加
の
深

層
に
潜
む
「
男
ら
し
さ
」
の
呪
縛

じ
ゅ
ば
く

と
は
何

か
？
多
様
な
個
性
を
認
め
合
い
、
自
分
ら

し
さ
に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
。
そ
ん
な
生
き

方
を
目
指
し
、
し
な
や
か
に
生
き
る
ノ
ウ

ハ
ウ
を
探
り
ま
す
。
※
講
師
＝
中
村
彰
さ

ん
（
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
※
市
民
公
開
に
併
せ
て

市
職
員
研
修
も
兼
ね
て
開
催
と
な
り
ま

す
。

G
無
料

H
２
月
２２
日
ま
で
に
電
話
で
、
男
女
共
同

参
画
課
（
蕁
A
８
１
１
）
へ

簡
単
！
楽
し
い
！
ひ
な
ま
つ
り
の
お
菓
子

A
３
月
１
日
貉

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
販
売

古
文
書
講
座

３
月
の
パ
パ
・
マ
マ
学
級

幼
児
家
庭
教
育
学
級

男
女
共
同
参
画
は
男
も
救
う
！

男
性
の
視
点
か
ら
見
た
男
女
共
同
参
画

第
１９
回
な
か
よ
し
学
習
発
表

会
・
な
か
よ
し
作
品
展

古
民
家
展
示
ひ
な
ま
つ
り

第
８
回
洋
ら
ん
展

親
子
も
の
づ
く
り
体
験

３月１５日貉 
午後１時３０分～ 

３月１６日貅 
午後１時３０分～ 

３月１７日貊 
午後１時３０分～ 

３月１８日貍 
午後１時３０分～ 

３月１９日豸 
午後１時３０分～ 

デンドロビュウムの株分けと植え
方 

カトレアの株分けと植え方 

コチョウランの株分けと植え方 

シンビジュウムの株分けと植え
方 

パフィオペディラムの株分けと植え方、
洋らん全般にわたる植え方育て方 

なごり 

　昨年１２月２７日、市内の緑豊かな
八條地区に建つ和井田家住宅が、
国の重要文化財に指定されました。
建造物としては県東部初、県内では
２４番目です。 
　約３００年前の江戸時代中ごろに
建築された和井田家住宅は、中世
の館の名残をとどめる構堀に囲まれ
た広大な敷地の中にあります。主屋
は桁行１７.３メートル、梁間８.３メート
ルの寄棟造茅葺、その前方には桁
行１３.９メートル梁間４.１メートル、寄
棟造茅葺の長屋門が配置されています。また敷地内には、水害時の避難場所となる「水塚」
や屋敷神の稲荷社なども残っています。 
　主屋の間取りについては、建物正面となる南側の大戸と東側に出入口があり、内部の東半
分を土間、西半分は部屋を田の字型に仕切っています。部屋は、土間に近い下手の南側に
ヒロマ、北側は３室に分かれ、それぞれツギノマ、ブツマ、オンナベヤがあります。建物西側の
上手は２部屋で、南側はゲンカン、オクと呼ばれる北側の部屋には床の間と違い棚があります。
ゲンカンの南には、後に増築されたシキダイと呼ばれる来客用の出入口も付けられています。 
　長屋門は、中央部が両開きの板戸で、東脇に潜戸を設けた構造となっています。 
　和井田家住宅は、主屋が関東平野の民家として古いこと、建築当初の部材の保存状態
が良いこと、そして屋敷地全体の構えも良好なことから、建物のみならず敷地全体が国の重
要文化財に指定されました。 

I文化財保護課蕁９９７－６６６６ 

暮
ら
し
の
法
律
無
料
相
談
会

A
３
月
５
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
０
時

３０
分
　
B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
　
D
各
種

許
認
可
申
請
、
契
約
書
、
遺
言
、
外
国
人

等
に
関
す
る
相
談
、
マ
ン
シ
ョ
ン
お
よ
び

不
動
産
取
引
全
般
に
関
す
る
相
談
※
相
談

員
＝
行
政
書
士
、
宅
地
建
物
取
引
主
任
、

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
　
G
無
料
　
I
埼
玉

県
行
政
書
士
会
草
加
支
部
・
香
野
蕁

９２５
・
７
０
６
３
、
埼
玉
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
埼
玉
東
支
部
・
渡
辺
蕁
９３２
・

６
７
６
７
、
埼
玉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士

会
・
伊
藤
蕁
９９４
・
６
０
８
６

八
潮
市
民
吹
奏
楽
団
第
１７
回
定
期
演
奏
会

A
３
月
１２
日
豸

午
後
２
時
〜
４
時
　
B

八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
　
D
春
の
猟
犬
、
シ

ン
グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
ほ
か
　
I
小
平

蕁
９９５
・
５
３
６
０

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

８
年
間
に
及
ぶ
マ
ジ
ッ
ク
研
修
の
成
果

を
発
表
！
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

A
３
月
１２
日
豸

午
後
６
時
〜
８
時

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル

G
無
料
　
I
和
田
蕁
９９７
・
０
７
９
１

牛
乳
パ
ッ
ク
３
個
以
上
お
持
ち
の
方
へ

手
作
り
石
け
ん
差
し
上
げ
ま
す

A
２
月
２６
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
２
時

B
や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
消
費
生
活
展
開

催
内
）

F
６０
人
（
先
着
順
）

D
廃
油

を
使
用
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
石
け
ん
配

布
　
I
金
森
蕁
９９６
・
６
８
４
４

税
金
・
経
営
・
資
金
繰
り
相
談

A
２
月
１０
日
貊
〜
２８
日
貂

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
　
B
八
潮
民
主
商
工
会
　
G
無

料
　
I
中
村
蕁
９９５
・
６
９
６
２

八
潮
の
冬
鳥
〜
野
鳥
と
友
達
に
な
ろ
う
〜

A
２
月
１２
日
豸

午
前
１０
時
〜
正
午
　
B

大
曽
根
西
公
民
館
・
大
曽
根
の
湿
地
　
D

藤
波
不
二
雄
さ
ん
（
埼
玉
県
環
境
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
に
よ
る
講
演
会
と
湿
地
で
野
鳥

観
察
会
　
G
無
料
　
I
小
林
蕁
９９６
・
５

３
１
１

高
遠
菜
穂
子
講
演
会
「
命
に
国
境
は
な
い
」

A
２
月
１７
日
貊

午
後
７
時
開
会
　
B
八

潮
メ
セ
ナ
集
会
室
　
D
ス
ラ
イ
ド
と
講
演

F

２００
人
（
先
着
順
）

G
無
料
　
I
埼

玉
土
建
八
潮
支
部
蕁
９９７
･
４
６
７
５
　

翠
墨
会
書
道
展

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
、
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！

A
３
月
８
日
貉
〜
１２
日
豸

午
前
９
時
〜

午
後
９
時
３０
分
　
B
や
し
お
生
涯
楽
習
館

I
工
藤
蕁
９９５
・
７
２
９
１
　
　

き
も
の
サ
ー
ク
ル

若
い
人
も
、
き
も
の
が
流
行
っ
て
い
ま

す
。き
も
の
を
自
分
で
着
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
手
を
着
せ
る
着
付
け
も
学
べ
ま
す
。

A
第
１
・
第
３
火
曜
日
　
午
後
１
時
３０
分

〜
４
時
　
B
八
幡
公
民
館
和
室
ほ
か
　
G

入
会
金
１
５
０
０
円
、
月
会
費
１
５
０
０

円
　
I
山
下
蕁
９９５
・
８
３
６
６
、
川
浦

蕁
９３１
・
３
８
１
８

シ
ニ
ア
世
代
の
あ
な
た
へ
〜
シ
ニ
ア
世
代

の
地
域
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
や
し
お
元

気
ネ
ッ
ト
」（
今
春
発
足
）
会
員
募
集

経
験
、
技
術
、
趣
味
を
生
か
し
て
地
域

活
動
、
仲
間
づ
く
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

I
伊
藤
蕁
９９５
・
１
１
５
２

ゆ
ず
り
ま
す 

　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン（
９
千
円
） 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
、当
事
者
間
で
解
決
を
し
て
い
た

だ
き
、市
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。 

I

商
工
振
興
課
蕁
A
３
３
６ 

三
輪
自
転
車（
大
人
用
１
万
円
） 


